
満
州
引
揚
げ
者
の
手
記 

 

長
谷
川 

修 

 

第
二
次
大
戦
後
の
満
州
か
ら
の
引
揚
げ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
に
も
悲
惨
で
、
在
留
邦
人
一
五
〇
万

の
う
ち
二
五
万
人
が
死
亡
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
き
ち
ん
と
し
た
数
字
は
な
い
。
中
国
残
留
孤
児

は
私
よ
り
若
干
年
長
者
の
話
で
あ
り
、
聞
く
た
び
に
心
が
痛
む
。 

藤
原
て
い
の
『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
は
往
年
の
超
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
気
に
か
か
っ
て

い
た
が
、
先
日
、
本
屋
の
文
庫
本
の
棚
で
初
め
て
見
つ
け
、
一
晩
で
読
ん
だ
。 

 

長
春
の
観
象
台
の
課
長
夫
人
が
、
子
供
三
人
（
男
の
子
は
六
歳
と
三
歳
、
長
女
は
生
後
一
ケ
月
）

を
連
れ
て
、
二
〇
年
八
月
九
日
か
ら
翌
年
九
月
の
博
多
上
陸
ま
で
の
、
満
州
引
揚
げ
の
記
録
で
あ
る
。 

著
者
た
ち
観
象
台
団
は
、
満
州
と
北
朝
鮮
と
の
国
境
の
南
側
の
宣
川
に
一
〇
ケ
月
ほ
ど
留
め
ら
れ

た
。
若
い
男
性
の
い
な
い
団
で
は
、
子
供
の
虐
待
死
や
気
が
狂
う
人
も
出
る
。
極
限
状
況
で
は
皆
が

エ
ゴ
丸
出
し
と
な
り
、
善
人
だ
け
で
は
生
き
て
い
け
な
い
。
著
者
も
お
む
つ
の
洗
濯
用
の
水
の
手
当

や
子
供
の
伝
染
病
に
苦
労
し
、
時
に
は
ゴ
ミ
を
漁
っ
た
り
、
友
を
裏
切
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
辛
い
生

活
の
中
、
団
員
で
歌
い
励
ま
さ
れ
た
の
は
、
日
本
軍
兵
士
が
前
線
で
作
っ
た
「
流
れ
る
星
は
生
き
て

い
る
」
の
歌
だ
。 

本
当
の
苦
労
が
始
ま
る
の
は
、
八
月
初
め
宣
川
を
発
ち
平
壌
か
ら
三
八
度
線
を
越
え
る
ま
で
の
一

一
日
間
だ
。
道
端
に
は
日
本
人
の
死
体
が
多
く
転
が
っ
て
お
り
、
途
中
に
は
嶮
し
い
山
や
急
流
の
川

も
あ
る
所
を
、
子
供
三
人
と
ほ
と
ん
ど
不
眠
不
休
で
歩
く
。
周
り
か
ら
は
、「
子
供
三
人
は
無
理
だ
よ
。

二
人
を
助
け
る
た
め
に
一
人
置
い
て
い
っ
た
ら
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
我
が
子
を

元
気
づ
け
る
た
め
に
蹴
飛
ば
し
た
り
、
つ
い
男
言
葉
で
叱
っ
た
り
と
、
文
字
通
り
死
線
を
彷
徨
い
な

が
ら
三
八
度
線
を
渡
り
米
軍
救
援
所
に
辿
り
つ
く
。
こ
の
後
釜
山
を
出
港
し
、
博
多
港
の
沖
に
二
週

間
ほ
ど
留
め
ら
れ
て
か
ら
帰
還
す
る
。 

 

著
者
は
帰
国
後
大
病
に
罹
り
、
療
養
中
子
供
達
に
遺
書
と
し
て
書
い
た
の
が
本
書
の
元
と
な
っ
た
。 

三
ケ
月
遅
れ
で
帰
国
し
た
夫
は
、
夫
人
の
作
家
生
活
に
刺
激
を
受
け
、
後
に
小
説
家
に
転
ず
る
。

作
家
新
田
次
郎
の
誕
生
秘
話
だ
。
ま
た
、
当
時
三
歳
の
次
男
正
彦
は
、
現
在
数
学
者
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
と
し
て
活
躍
中
だ
。 


